
































































































































































































































































































































































































































































































































































Fl F窯 F3 F4 F5 冊 F7 共通性
（難）重い罪 ⑪。藩騒㊨　　　　　　⑪。⑪7黛 ⑪，⑪75 ⑪，⑪⑪1 一α1黛7 ⑪。樽4 一α⑪11 ⑪。7鼎呂
（1～欝）重転曳罰　　　　　　　　〔）．：744　　　　　⑪．⑪54 ⑪，133 一⑪。⑪器8 α⑪13 ⑪。盤冊 一⑪。⑪1㊨ ⑪お盤4
（粉重い処分 ⑪。嚇灘懸　　　　　一⑪．1⑪嚢 α⑪⑪嚇 ⑪」45 α器4 ⑪。⑪⑪嚢 ⑪。⑪盤 α5⑪驚
（櫓）璽い説金 α騒フ7 一〇。⑪30 ⑪．19呂 ⑪。⑪η α窯31 一〇。⑪勲㊨ ⑪。07㊨ α44㊨
G4）重い責任 ⑪。騒盤 一α⑪騒呂 ⑪。窯㊨黛 ⑪。輸1 α⑪％ ⑪。⑪輸 α窯7騒 ⑪。騒⑪4
（盤）重い罰金 α4銘 ⑪．13⑭ 一⑪。⑪⑪1 ⑪，⑪83 ⑪，1⑪1 一⑪。193 α114 ⑪。3盤4
（黛⑪）重い任務 肱4盤 α⑪曝3 α驚⑪㊨ 一⑪。⑪⑪3 ⑪。17呂 ⑪。⑪3縁 α3曝7 α4黛曝
（4）重い病気　　　⑪。葡騒　　一⑪。⑪17 α3㊨5 一〇。⑪窯⑭ ⑪。1難 ⑪。⑪輸 α⑪1呂 α3鱗
（撚）重い石 ⑪。⑪7㊨ ⑪。呂麗 一⑪．1⑪5 ⑪，⑪7⑪ α⑪43 一⑪。⑪呂呂 一α⑪曝4 ⑪，777
（鷲）重い荷物 ⑪，⑪51 ⑪。7銘 一⑪。⑪盤4 ⑪。1⑪窯 一α⑪㊨嚇 ⑪，⑪41 一⑪。⑪5⑪ ⑪お5⑭
（刎）重い体重 α⑪黛3 α7銘 α⑪4黛 ⑪。⑪弱 α174 一⑪。⑪38 一⑪』釧 ⑪お57
給）重いドア 一α⑪77 ⑪。7轟4 一⑪．174 一⑪。⑪37 α⑪56 o。鱒黛 ⑪。1窯4 α㊨35
（7）重い気分 ⑪．1麗 一⑪．131　　　　　　⑪。7黛4　　　　　　⑪。⑪1⑪ α⑪1⑪ ⑪。綿4 α1㊨⑪ ⑪。麗4
（艶7）気力璽重転婆　　　　　　⑪。1嚇お 一⑪。⑪3⑭　　　　　　〔）。7嘱1　　　　　　⑪。＝～1懸 一⑪。⑪腸 ⑪。1呂7 一α⑪8盤 ⑪。麗4
G）重し駕雰囲気　　　　　⑪」鼎4 一⑪．嘔囎4　　　　　　⑪。騒3勲　　　　　　⑪」β曝 ⑪。胴呂 ⑪。⑪⑪⑭ α驚⑪3 α4黛4
G領）重電鍵ひ　　　　　　　　一αo盤4 一⑪．筆37　　　　　　“。4フ馨　　　　　　o。領⑪7 ⑪。黛71 ⑪，4⑪3 α侶9 α531
（黛懸）腰が重 ⑪。⑪黛1 α⑪曝7 一⑪。⑪⑪7 ⑪6轡徳 α⑪5黛 ⑪2餌 α⑪⑪勲 ⑪。5騒3
（騒⑪）口が重い ⑪。⑪冊 一⑪。⑪73 ⑪，⑪44 ⑪餌騒 α⑪19 ⑪，147 ⑪，⑪74 ⑪。44⑭
（袋5）重い足取り α⑪78 ⑪．侶⑪ ⑪3禰 ⑪。4野⑪ α137 一⑪。⑪釧 ⑪。⑪刎 α3鼎縁
Gの重いまぶた ⑪．1葡 o。難5 ⑪，137 ⑪。4盤 一側34 o。櫨3 ⑪，13⑪ α3網
（器）重い労働 ⑪。当無 α⑪7窃 ⑪．15嚇 ⑪。⑪71　　　　　　⑪。騒懲麓　　　　　一⑪。⑪1⑪ α⑪⑪1 ⑪。3総
（器）重臨潔運動　　　　　　　⑪．1⑪窯 α⑪88 ⑪。⑪釧 一⑪。⑪81　　　　　⑪。4欝麟　　　　　　⑪。⑪3窯 α⑪7嚇 ⑪。盤71
（3）重い地位　　　α⑪鼎3 一α⑪84 一α⑪⑪㊨ ⑪。二～5嚢　　　　　｛L44懸　　　　　⑪。⑪⑪5 α3曝7 α4鶯
G⑪）頭が重い ⑪．1⑪㊨ 一⑪。⑪釧 ⑪，174 o。盤33 ⑪麗⑪ ⑪。騒4⑭ 一α⑪7⑪ α4⑪㊨
⑯）腎が重い ⑪。⑪⑪騒 α⑪窃⑪ ⑪．謁呂 ⑪2⑪呂 一α⑪3鼎 α437 α⑪33 ⑪2五玉
（紬）重い意味 ⑪．1融7 一⑪．14器 ⑪．19鼎 ⑪。⑪8お α11盤 一⑪。⑪⑪器 ⑪。脇3 ⑪。4嚇7
（餌）重い役目　　　α374 一α⑪4嚢 ⑪．輸呂 ⑪，173 α驚4鼎 ⑪」94 ⑪。3⑭9 α45⑭
（13）重い食事 α⑪⑪5 o。⑪総 αo刻 ⑪，⑪7⑪ α器⑪ O。3輸 ⑪。難7 α餌窯
⑲）重い傷 ⑪。黛31 α⑪4⑪ ⑪．1呂⑪ ⑪273 α147 ⑪217 α侶7 ⑪2㊨騒
（慧嚇）重い問題 ⑪。慧38 α⑪4窯 ⑪。3鼎4 ⑪，⑪18 ⑪。慧91 ⑪。1嚇8 α冊3 ⑪，351
因子寄与 3，454 驚78驚 盤。357 1，773 1。3釧 12⑪⑪ 1，177 14」⑪4
寄与率（％） 蝦蟹窯 甑慧η 7。舗5 5，911 4。53呂 4，⑪⑪1 3勲餌
累積寄与率1％） 11馴黛 黛α7呂4 器63勲 34。5騒⑪ 3甑⑪舘 43。⑪勲⑪ 47，⑪14









































F1 F慧 F3 F4 F器 Fお F7 F8 共通性
（灘）気が重い ｛L7蟹｝灘　　　　一⑪．嘔β7 α⑪黛8 ⑪』4嚇 ⑪．惚3 一α⑪3⑪ ⑪。葡⑪ ⑪．制5 α盤7
（7）重い気分 ⑪。7灘4　　　　一⑪。⑪β嚇 α⑪盤⑭ 一⑪創1 ⑪，133 一α⑪44 α1黛㊨ ⑪．侶呂 ⑪お⑪1
（鱒）頭が重い ｛L騒窃灘　　　　⑪．嘔⑪⑪ ω7嚢 ⑪。17黛 一α⑪⑪呂 α⑪呂曝 ⑪。⑪7黛 ⑪．鶯⑪ α413
ω）重い心 ⑪。羅4⑪ 一⑪．腰9 α330 ⑪。06勲 一⑪。⑪45 ω4黛 ⑪。1四 一⑪．lo6 α4㊨⑭
6）胃が重い α馴麟 o．鴛1 一α⑪91 側74 o。⑪7㊨ α慧⑪呂 一α⑪3呂 一〇．1馴 α395
偽）重い足取り ⑪。盤4 α鍛4 ⑪2㊨㊨ α飽1 α⑪37 ⑪。⑪1騒 一α⑪⑪5 一⑪．111 ⑪，371
G）重い零囲気 α4⑪4 一⑪．11㊨ ⑪，111 α⑪17 一α⑪15 ⑪。1⑪窯 ⑪⑳騒 ⑪234 ⑪，341
（褥）重い石 α⑪37 ⑪。舘7 一⑪。⑪4呂 α⑪7⑪ 一α⑪麗 一⑪。⑪㊨㊨ 一α⑪1黛 一α⑪綿 ⑪。麗黛
（穏）重い荷物 一⑪。⑪3⑪ ⑪。融3欝 一⑪。⑪㊨8 ⑪，111 一α⑪8盤 ⑪。⑪融器 一⑪。⑪5㊨ ⑪．1慧7 ⑪753
⑱）重いドア 一⑪麗呂 ⑪。74⑭ ⑪，⑪18 α⑪31 一⑪。⑪窯㊨ 一⑪。⑪5⑪ 一α⑪㊨⑪ 一⑪．141 ⑪，59⑪
（伽）重い体重 一⑪。⑪⑪融 ⑪。74瓢 一⑪。1紬 ⑪，⑪34 α⑪⑪9 ⑪，⑪38 一⑪。⑪盤3 一α⑪1⑪ ⑪，573
（雁4）重い責任　　　⑪．117 一⑪。⑪4頓｝　　　　⑪。幽幽7　　　　　⑪。⑪呂5 ⑪．13㊨ 一α⑪鋼 ⑪，177 α⑪器 α54β
G7）重い処分　　　⑪．151 一⑪。⑪縁嘔　　　　｛L騒幽鬼　　　　　⑪。⑪嚇4 α盤釧 α⑪4縁 α⑪黛㊨ α盤1嚇 α44β
（黛⑪）重し輝i壬務　　　　　⑪。窯1嚇 一⑪．嘔83　　　　　⑪薫｝灘雁　　　　⑪。⑪44 α3⑪呂 α⑪5β ⑪。窯43 ⑪．鱒7 ⑪馴窯
（餌）重い役昌　　　α1馴 一⑪。⑪呂呂　　　　　“。4騒璽　　　　⑪。35呂 ⑪．惚3 α侶3 ⑪。語呂 ⑪。⑪黛6 ⑪馴㊨
（櫓）難い説金　　　α⑪㊨6 o。⑪4筆　　　　⑪。4角田～　　　　⑪。二～筆4 o。盤創 α4輸 一α窯刎 o．鴛4 α535
（鋤）口が重い ⑪。1驕 ⑪，⑪57 α⑪43 α麗癬 ⑪．lo7 一α⑪31 ⑪。o馴 一⑪。⑪黛9 α731
（黛懸）腰が重い α151 ⑪，17⑪ ⑪，134 α7綱 α⑪器 ⑪。⑪輸 α⑪㊨3 一α⑪聡 ⑪，57⑪
G①重いまぶた ⑪3鼎呂 ⑪，143 ⑪，1⑪1 ⑪。4器 一α⑪飽 ⑪。⑪黛4 一α⑪⑪勲 α⑪呂4 ⑪。3呂⑪
（難）重い罪　　　　α1⑪鼎 一α⑪糾 ⑪2嚇7 ⑪。⑪5蓑～　　　　⑪。麟澱麓　　　　　⑪。1蓑～7 α櫓呂 α⑪曝㊨ ⑪。麗窃
（難）重い罰 α⑪鼎9 一⑪。⑪35 ⑪，3⑪7 ⑪。1晶晶　　　　⑪。7㊧嘱　　　　⑪。1⑪8 α113 ⑪，143 ⑪74お
G3）重い食事 ⑪。19㊨ α⑪14 ⑪，⑪54 ⑪。⑪難 一α⑪19 α73勲 ⑪。14鼎 一⑪．1⑪呂 ⑪。麗3
（銘）重い労働 α⑪75 一⑪。⑪窯㊨ ⑪，134 α⑪4嚇 ⑪．1弱 α騒認 一α1鼎7 ⑪。盤⑭⑪ ⑪，458
（5）重い運動 α⑪⑪7 α⑪⑪嚇 一α⑪4驚 一α⑪4鼎 α⑪51 α5憶 α1呂4 α⑪⑪1 α31⑪
⑲）重い傷　　　　計帳 一⑪．鱒⑪ ω33 ⑪，⑪31 ⑪，13⑪ α⑪93 ⑪。曝⑪5 ⑪．13呂 α3嚇⑪
（3）重い地位　　　⑪．154 α⑪31 ⑪24⑪ α1呂7 α盤19 α櫨驚 α49盤 一α⑪β⑪ α4盤5
（4）重い病気 ⑪⑳3 一〇。⑪窯5 ⑪』7㊨ 一α⑪勲盤 o。盤35 α⑪6㊨ 側73 o，534 α45㊨
α）重い罰金 一⑪。07㊨ 一⑪。⑪09 α盤5呂 ⑪。07勲 ⑪．語呂 α盤77 ⑪。04慧 ⑪。⑳6 α盤35
（窯㊨）重い問題 α罰7 一〇．網5 α禰5 α窯59 o。難㊨ ⑪』77 α窯難 o．13㊨ α慧57
（栂）重い意味 ⑪3欝欝 一⑪．17黛 ⑪。35黛 ⑪3黛㊨ ⑪．1煕 ⑪。⑪㊨黛 α145 一⑪．語呂 ⑪。4論難
因子寄与 黛。併騒 黛。鼎器 黛。177 博4鼎 1。雛㊨ 1。5呂1 1。1鳳町 α呂14 15。44呂
寄与率1％） 甑釧7 甑7飛禽 725㊨ a4鼎7 a31鼎 騒27⑪ 3。お3 窯。71黛
累積寄与率1％） 鼎創7 1⑭67嚇 盤α93慧 33。4盤鼎 3⑭74呂 45，⑪17 4＆7釧 51。4懸3
Alph融 α7釧 ⑪。呂75 ⑪751 α719 ⑪。呂8鼎 ⑪。59⑭ α533
因子抽出法＝主因子法・回転法＝K繍融rの正規化を伴うバリマックス法
繍　　　　　　　　12回の反復で回転が収束しました。
76 東海学園大学研究紀要　第9号
因子3（F3）㊤「厳しさ」
　　　　　　この因子は、「重い責任」が0．、687と最も大きい因子負荷量を持ち、次いで「重
　　　　　　い処分」「重い任務」が0。5以上、「重い役目」「重い税金」が0。4以上であった。
　　　　　　F3因子はそれを負うことによって感じる「厳しさ」であると考えられる。
因子4（F4）㊤「比喩」
　　　　　　この因子は、「口が重い」の因子負荷量がα8以上、「腰が重い」が0．7以上を持
　　　　　　ち、「比喩的表現」の因子であると考えられる。「重いまぶた」は文字通りの身体
　　　　　　的不快感を表す表現と、寝不足であることを表す比喩的表現の両方に解釈するこ
　　　　　　とができ、大学生はこれを比喩的表現であると捉える傾向が強かったことを表し
　　　　　　ている。
因子5（F5）露「重大さ」
　　　　　　この因子は、「重い羅」が0．8、「重い罰」が0．、7以上の因子負荷量を持っており、
　　　　　　いずれも突出して高いのが特徴である。これら2つの項目に共通する概念として
　　　　　　は「重大さ」が挙げられる。
因子6（F6）露「大量」
　　　　　　この因子は、「重い食事」の因子負荷量が0．739と最も高く、次いで「重い労働」
　　　　　　「重い運動」は0。5以上であった。これは意味分類②〈大量〉に属する「食事」
　　　　　　と「運動」に⑥〈過酷〉に属する「労働」が加わった状態である。労働も時間数
　　　　　　などを用いて量的に表すことは可能であり、F6は「大量」で示すことができる
　　　　　　と考えられる。
5．考察
　本研究では、はじめに対象者が行った類推のデータをクラスター分析することによって、類
似した項目をグルーピングし、対象者がどのような項目に類似性を見出すのか、その認知的な
考察を行うことを目的とした。その結果、高校生においても大学生においても、基本義に属す
る項目と他の項目間の距離が最も遠く示された。このことは青谷（2003）における相関係数を用
いた分析を検証することになった。
　高校生の場合、3クラスターで区分すると、それぞれのクラスターの特性は「基本義」、「（1）
物理的に重量がある様子」、「（2）程度が高くて深刻な様子」のように説明することができ、辞
書による意味分類とほぼ一致していることがわかった。一方、大学生では、3クラスターで区
分した場合、「基本義」以外の2つのクラスターには語義分類上の明確な境界はなく、様々な
項目が混在している状態であった。従って、クラスター分析で比較する限りにおいては、高校
生の類推パターンは小区分から大区分にわたる全体の構成が辞書的定義に近いものであり、大
形容詞「重い」の意味類推についての研究 77
学生の類推パターンは小区分の段階ではおおよそ辞書的定義に近いが、小区分同士の結合の段
階において、辞書的定義とは異なった結びつきがされていたと言える。高校生と大学生の類推
の傾向に差がみられた理由については、因子分析の結果から考察された。
　対象者が「重い」の意味体系をどのような概念としてとらえているのか、その因子を抽出す
ることを目的として因子分析を行った結果、高校生では6個の因子により「重い」の意味全体
の43」％が説明できるという結果を得た。一方、大学生では．6個の因子により意味全体の
45。0％が説明できるという結果を得た。高校生と大学生で同数の因子が抽出され、それらの累
積分散もほぼ同率である。両者を比較すると．高校生と大学生に共通している因子はく基本
義〉にあたる「目方」と「比喩」的表現、「重大さ」であった。その他の因子としては高校生
では「心理的不快感」「身体的不快感」が個別の因子として現われているのに対し、大学生で
は「心身の不快感」というように1つの因子で説明されていた。高校生では「負荷」、大学生
では「厳しさ」「大量」というお互いに異なった因子が現われており、それぞれの類推パター
ンの特徴を表していると考えられる。
　高校生の場合、「重い」の意味分類で言えば「（1）物理的に重量がある様子」に関する因子が
5、「（2）程度が高くて深刻な様子」に関する因子が1であるのに対し、大学生では前者に関す
る因子が4、後者が2となっている。すなわち．大学生の方が「（2）程度が高くて深刻な様子」
に関する概念の特徴が細分化されていたと言える。
　また、先にも考察したように、大学生では心理的不快感と身体的不快感の因子が心身の不快
感として1つにまとまるなど、①の基本的な意味に関する概念は統合されるという特色みら
れた。①と（2）の意味拡張の特徴として．（2）の方が基本義からは遠く、より抽象度の高い表
現である。表現力の発達という観点から考えると、大学生はより抽象度の高い概念を意識して
類推を行なうことができると考えられる。逆に、高校生は抽象度の高い表現をあまり細分化せ
ず、ひとまとめにして認知する傾向があることを示している。
　今回検討したクラスター分析の結果と因子分析の結果には互いに矛盾点もみられ、類推のさ
れ方については未解明の部分が残された。今後はさらにこの点を明らかにするための実証的研
究を進める必要があると考えられる。
　語の学習に際して、これまでは基本義を導入した後の語義の拡張については、特に時間的制
約の大きい学校教育の中では、あまり考慮されていなかったと言える。本研究で得られた知見
を語義学習に応用すると、語義をできるだけ自然な形で拡張させるためには、まず語義の因子
となる概念を導入し、類推のネットワークを通して学習者自らが拡張していくというプロセス
を利用することが有効な学習法ではないかと考えられる。その際にどのような意味因子を導入
するかについては、学習者の年齢、表現力の発達の程度によって因子の細分化のレベルを変え
ることが必要と考えられる。
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　本研究の知見を語義学習に導入した場合、形容詞「重い」に関して今回調査した項目のうち
ほぼ50％が説明できる。しかし．実際にそのような方法論を取った場合、高校生・大学生の
類推ネットワークがどのように拡張していくかという点についてはさらに研究を進め、語義因
子の導入が有効な言語学習法になり得るかどうか今後検討したい。
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i　「重い」の基本義は「目方があること」である（表1参照）。
ii基本義と他の語義とは類推の傾向に負の相関関係が認められた。
iii対象に関しては青谷（2003）を参照。
ivクラスター分析および因子分析はSPSS　for　Wi磁ows；Base　system，　Categories，　Advanced　Model
　を利用した。
v　クラスター分析はユークリッド平：方距離によるウォード法で行なった。
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vi図1のデンドログラムで表されているのは実際の距離ではなく、ステップ問の距離の比を保ちながら、
　それらを0から25の数字にスケールし直したものである。
viiクラスター分析は高校生の場合と同様ユークリッド平方距離によるウォード法で行なった。
viii図2のデンドログラムで表されているのは実際の距離ではなく、ステップ問の距離の比を保ちながら、
　それらを0から25の数字にスケールし直したものである。
ix因子分析は斜交回転を行った結果、因子問相関が小さかったため、直交回転によって分析を行うこと
　とした。
x一ﾊ的には因子負荷量は0．6以．肚で強い、0．5以．しでかなり強い、0．4程度でかなり影響があると解釈
　されることが多いため、本論でもこれに従って因子の解釈を行った。
